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4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

（㎡）

築20年以上39棟（85%） 5.5万㎡（82%）

対象建物

46棟

6.7万㎡

（年度）

築30年以上30棟（65%） 4.3万㎡（65%）

築30年以上

1.6万㎡(24%)

築40年以上

1.7万㎡(26%)
築20年以上

1.2万㎡(18%)

築10年以上

0.2万㎡(3%)
築10年未満

1万㎡(15%)

築50年以上

1万㎡(14%)

新耐震基準（昭和57年以降）

29棟（63%） 3.9万㎡（59%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

17棟（37%） 2.8万㎡（41%）

小学校校舎 中学校校舎 小学校体育館 中学校体育館 武道場

 

■ 計画策定の背景と目的 

公共施設等の多くで老朽化が進み、順次大規模な

改修や建替えが必要になることが見込まれる中、国

においては、「インフラ長寿命化基本計画」を策定

し、これに基づき「文部科学省インフラ長寿命化計

画（行動計画）」が策定されました。 

本市においても、「西脇市公共施設等総合管理計

画（平成 28（2016）年 5 月）」に基づく個別施

設計画として本計画を策定し、学校教育施設の整備

に関する基本方針を定め、学校学習環境規模の適正

化を推進することとします。 

■ 計画の対象施設・計画期間 

 計画の対象施設は、小学校 8 校と中学校 4 校の 12 校とします。 

 本計画の計画期間は、令和 2（2020）年度から令和 31（2049）年度の 30 年間とします。なお、本市におけ

る学校学習環境規模の適正化の検討により本市の方針等を示した後、具体的な整備スケジュールが明確となるこ

とから、上位計画である公共施設等総合管理計画の計画期間との整合性を図りながら、必要に応じて本計画の計

画期間の見直し等を検討します。 

■ 学校教育施設の実態 

 計画対象建築物（棟）の総面積は、67,357 ㎡で、

小学校約 57％、中学校約 43％となっています。ま

た、管理区分から一つの棟として考えた場合の計画対

象棟数は 46 棟です。 

 これら建築物（棟）が建築された年をみると、西脇小

学校（昭和 12（1937）年建築）以外の学校は、昭

和 41（1966）年度～昭和 50（1975）年度、昭

和 58（1983）年度～平成 5（1993）年度に多く

整備されています。 

 なお、現在までに校舎棟、屋内運動場については、全

て耐震補強を実施しています。 

 小学校の児童数は、令和元（2019）年５月１日現在で

1,967 人（94 学級）となっており、平成 22（2010）

年から 22％（542 人）減少しています。さらに、令和

2（2020）年 1 月 1 日現在の住民基本台帳登録データ

から推計した令和７年の児童数は、令和元年から 12％

（227 人）減少すると予想されます。 

 中学校の生徒数は、令和元（2019）年５月１日現在で

1,026 人（40 学級）となっており、平成 22（2010）

年から 25％（344 人）減少しています。さらに、令和

2（2020）年 1 月 1 日現在の住民基本台帳登録データ

から推計した令和７年の生徒数は、令和元年から 4％

（41 人）減少すると予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○築年別整備面積 ○児童生徒数及び学級数の推移 

資料：現状については、学校基本調査（各年 5 月 1 日現在）から作成 

   将来推計は、住民基本台帳登録データ（令和 2（2020）年 1 月 1 日現在）から作成 
資料：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成 29（2017）年 3 月）」（文部科学省） 

   付属プログラムを利用して作成 

第２次西脇市総合計画

西脇市公共施設等総合管理計画

個別施設計画（各種長寿命化計画、維持管理計画など）
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【本計画】西脇市立小中学校教育施設長寿命化計画

【国】
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長寿命化計画

インフラ

長寿命化

基本計画

第3期

西脇市教育

振興基本計画

将来推計 



部位 評価 評価点 コスト配分 点数

１ 屋根・屋上 C 40点 × 5.1 204点

２ 外壁 D 10点 × 17.2 172点

３ 内部仕上げ B 75点 × 22.4 1,680点

４ 電気設備 B 100点 × 8.0 800点

５ 機械設備 C 40点 × 7.3 292点

計 60.0 3,148点

Σ（各部位の評価点×コスト配分） 3,148点

Σ（コスト配分係数） 60.0
健全度＝ ＝  ＝ 52点

建物基本情報 劣化状況評価

建築年度

1 861 西脇小学校 教室棟 2 W 2 1,251 1937 S12 82 旧 A B A A A 93

2 861 西脇小学校 管理教室棟 3 W 2 1,251 1937 S12 82 旧 A B A A A 93

3 861 西脇小学校 教室棟 4 W 2 1,251 1937 S12 82 旧 A B A A A 93

4 861 西脇小学校 教室棟 10 R 3 2,268 1970 S45 49 旧 C C C C C 40

5 861 西脇小学校 屋内運動場 14 R 2 1,014 1979 S54 40 旧 A B B B B 77

6 862 重春小学校 本館棟、普通教室、EV、職員室 1-1～1-4 R 3 3,289 1971 S46 48 旧 C C C C C 40

7 862 重春小学校 昇降口棟、給食受入口 2、2-2 R 2 627 1972 S47 47 旧 B B A C C 75

8 862 重春小学校 校舎棟 3 R 3 1,923 1972 S47 47 旧 C B C C C 50

9 862 重春小学校 屋内運動場 4 S 1 751 1972 S47 47 旧 B B A C C 75

10 863 日野小学校 教室棟、玄関口 7、7-1、7-2 R 3 2,059 1969 S44 50 旧 B C C C C 43

11 863 日野小学校 体育館 14 R 2 912 1981 S56 38 旧 A B A B B 86

12 863 日野小学校 管理教室棟 15 R 3 2,480 1983 S58 36 新 C C C B B 49

13 863 日野小学校 昇降口 16 R 2 357 1983 S58 36 新 C B C B B 59

14 864 比延小学校 校舎棟 16 R 3 2,521 1999 H11 20 新 B B B A A 81

15 864 比延小学校 特別教室棟 17 R 2 1,470 1999 H11 20 新 A B B A A 84

16 864 比延小学校 体育館 18 R 2 880 2000 H12 19 新 A B B A A 84

17 865 双葉小学校 屋内運動場 12 R 2 720 2005 H17 14 新 B B B A A 81

18 865 双葉小学校 教室棟 13 R 1 240 2005 H17 14 新 A B B A A 84

19 865 双葉小学校 教室棟 16 S 1 1,114 2013 H25 6 新 A B B A A 84

20 866 芳田小学校 管理教室棟、特別教室
6-1、6-2、
6-3

R 2 2,167 1966 S41 53 旧 B B C C C 53

21 866 芳田小学校 屋内運動場 12 R 2 797 1987 S62 32 新 C B B B B 72

22 1031 楠丘小学校 管理棟、クラブハウス 16-1 R 2 981 1993 H5 26 新 C B B B B 72

23 1031 楠丘小学校 教室棟 17 R 2 2,585 1993 H5 26 新 B B B B B 75

24 1031 楠丘小学校
屋内運動場、クラブハウス、
ホール

19-1、19-2、
20

R 2 1,131 1993 H5 26 新 B B B B B 75

25 1032 桜丘小学校 管理教室棟
2-1、2-2、
2-3

R 2 1,614 1961 S36 58 旧 B C C C C 43

26 1032 桜丘小学校 校舎棟、クラブハウス 13-1、13-2 R 2 1,645 1988 S63 31 新 D C C B B 46

27 1032 桜丘小学校 屋内運動場、クラブハウス 16-1、16-2 R 2 1,119 1988 S63 31 新 B B B B B 75

28 4331 西脇中学校 本館棟 1、2 R 4 4,042 1975 S50 44 旧 B D C C C 34

29 4331 西脇中学校 昇降口棟 3 R 2 758 1975 S50 44 旧 D B C C C 47

30 4331 西脇中学校 校舎棟 4 R 3 2,358 1974 S49 45 旧 B C B C C 56

31 4331 西脇中学校 技術科教室棟 6 S 1 353 1975 S50 44 旧 A B A C C 78

32 4331 西脇中学校 屋内運動場 14-1、14-2 R 2 1,494 1985 S60 34 新 C B C B B 59

33 4331 西脇中学校 格技場 15 S 1 508 1985 S60 34 新 A B B B B 77

34 4332 西脇東中学校 校舎棟 14 Ｒ 2 1,564 1993 H5 26 新 B B B B B 75

35 4332 西脇東中学校 校舎棟 15 Ｒ 2 1,200 1992 H4 27 新 B C B B B 65

36 4332 西脇東中学校 生徒用昇降口 17 Ｒ 1 91 1993 H5 26 新 B B B B B 75

37 4332 西脇東中学校 図書館、ランチルーム 18-1、18-2 Ｒ 1 255 1993 H5 26 新 B B B B B 75

38 4332 西脇東中学校 屋内運動場 22 Ｒ 2 1,136 2010 H22 9 新 A C A A A 83

39 4333 西脇南中学校 格技場 12 S 1 541 1989 H元 30 新 B B B B B 75

40 4333 西脇南中学校 管理教室棟 17 R 4 6,581 2012 H24 7 新 A B B A A 84

41 4333 西脇南中学校 屋内運動場 18 S 2 1,440 2012 H24 7 新 A B A A A 93

42 4451 黒田庄中学校 管理教室棟 17 R 3 1,817 1983 S58 36 新 D B B B B 69

43 4451 黒田庄中学校 教室棟 18 R 3 2,074 1983 S58 36 新 C B C B B 59

44 4451 黒田庄中学校 中央棟 19 R 4 351 1983 S58 36 新 C B C B B 59

45 4451 黒田庄中学校 屋内体育館 23-1、23-2 R 3 1,918 1983 S58 36 新 C C C B B 49

46 4451 黒田庄中学校 柔剣道場 24 S 1 459 1984 S59 35 新 B B B B B 75

建物情報一覧表

通し
番号

施設
番号

施設名 建物名 棟番号 構造 階数

和暦

延床
面積

（㎡）
築年数

耐
震
基
準西暦

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

健全度
100点
満点

屋
根
・
屋
上

外
壁

：築30年以上：築50年以上

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成 29（2017）年 3 月）」 

  （文部科学省）付属プログラムを利用して、集約棟を対象に作成  

■屋根・屋上、外壁、内部仕上げ ■電気設備、機械設備 

A 概ね良好 A 経過年数 20 年未満 

B 部分的に劣化 B 経過年数 40 年未満 

C 広範囲に劣化 C 経過年数 40 年以上 

D 早急に対応 D 著しい劣化 

 

○健全度の計算例 ○劣化状況調査(目視点検）による評価 



基準 診断 補強
調査
年度

圧縮強度
（N/㎟）

判定

861 西脇小学校 教室棟 10 R 3 2,268 1970 49 旧 済 済 H19 12.7 不適

861 西脇小学校 屋内運動場 14 R 2 1,014 1979 40 旧 済 済 H21 31.4 可

862 重春小学校
本館棟、普通教室、EV、職
員室

1-1～1-4 R 3 3,289 1971 48 旧 済 済 H21 23.7 可

862 重春小学校 昇降口棟、給食受入口 2、2-2 R 2 627 1972 47 旧 済 済 H21 26.0 可

862 重春小学校 校舎棟 3 R 3 1,923 1972 47 旧 済 済 H21 23.8 可

862 重春小学校 屋内運動場 4 S 1 751 1972 47 旧 済 済 H21 27.6 可

863 日野小学校 教室棟、玄関口
7、7-1、7-
2

R 3 2,059 1969 50 旧 済 済 H19 16.7 可

863 日野小学校 体育館 14 R 2 912 1981 38 旧 済 済 H21 23.2 可

866 芳田小学校
管理教室棟、教室、特別教
室

6-1、6-2、
6-3

R 2 2,167 1966 53 旧 済 済 H21 13.8 可

1032 桜丘小学校 管理教室棟
2-1、2-2、
2-3

R 2 1,614 1961 58 旧 済 済 H21 13.0 不適

4331 西脇中学校 本館棟 1、2 R 4 4,042 1975 44 旧 済 済 H８ 13.8 可

4331 西脇中学校 昇降口棟 3 R 2 758 1975 44 旧 済 済 H10 15.2 可

4331 西脇中学校 校舎棟 4 R 3 2,358 1974 45 旧 済 済 H10 16.1 可

4331 西脇中学校 技術科教室棟 6 S 1 353 1975 44 旧 済 済 H21 30.4 可

築
年
数

耐震安全性 長寿命化の適否

建物基本情報 構造躯体の健全性

学校調
査番号

施設名 建物名 棟番号 構造 階数
延床

面積㎡
建築年

度

　

コンクリート造 鉄骨造・木造

対象建築物（管理区分による集約棟）

46棟

新耐震基準 旧耐震基準
（S57(1982)年以降） （S56(1981)年以前）

29棟 17棟

耐震補強済 又は 耐震診断で耐震性あり
17棟

長寿命化 長寿命化 耐用年数で改築 長寿命化 耐用年数で改築

12棟 5棟

・コンクリート圧縮強度が
　13.5N/m㎡以上
・築年数が概ね50年以上は改築
・改築又は長寿命化方針としている
　ものは方針に従う。

・概ね40年未満で
　腐食や劣化が軽微
　なもの
・長寿命化方針とし
　ているもの

・概ね40年以上で
　腐食や劣化が著し
　いもの
・改築方針としてい
　るもの

日野小(2棟) 比延小
(3棟) 双葉小(3棟)
芳田小(1棟) 楠丘小
(3棟) 桜丘小(2棟)
西脇中(2棟) 西脇東
(5棟) 西脇南(3棟)
黒田庄中(5棟)

西脇小体育館
日野小（1棟）
日野小体育館
西脇中（3棟）
芳田小（1棟）

西脇小（1棟）
重春小（3棟）
桜丘小（1棟）

西脇小（木造3棟）※
西脇中（1棟）
※西脇小の木造校舎3棟
は歴史的建造物である
ことから維持保全方針
としている。

重春小体育館

29棟 7棟 5棟 4棟 1棟

躯体の詳細な調査

躯体の詳細な調査に加えて経済性や教育機能上などかの観点から総合的に判断する

判断

長寿命化 改築

計

画

策

定

段

階

工

事

実

施

段

階

■ 長寿命化対象施設の考え方 
 次の長寿命化等対象施設選定フローに基づき、対象建築物（管理区分による集約棟）46 棟の選定を行った結果、

長寿命化を実施する建築物は 40 棟となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○長寿命化対象施設選定フロー 

○旧耐震基準建物のコンクリート圧縮強度（木造建物を除く） 

資料：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成 29（2017）年 3 月）」（文部科学省）を一部加筆 



計画／年度

西脇市学校施設等
長寿命化計画

後期前期 後期 前期 後期 前期

R2
2020

R12
2030

R22
2040

R32
2050

第1期計画10年間

R2～R11年度
（2020～2029年度）

第2期計画10年間

R12～R21年度
（2030～2039年度）

第3期計画10年間

R22～R31年度
（2040～2049年度）

■ 長寿命化等によるコストの見通し、長寿命化等による効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■ フォローアップ 

 本計画は、約 30 年間の長期を見据えた施設整備の計画であることから、計画の進行管理を行うことが重要となり

ます。基本的には、10 年単位で、修繕・更新等に要した工事費、工事実施周期等について検証を行い、計画との

差異が大きい場合には、本計画の見直しを行います。 

 学校学習環境規模の適正化の検討により本市の方針等を示した後、適切な時期に具体的な整備スケジュールや事

業費等を明確化するために本計画を見直します。 

 上位計画の見直しや施設の各種点検調査結果、社会状況の変化、本市の公共施設全般における削減目標・再編方

針等が大きく変わった場合についても、本計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

長寿命化型による今後の維持・更新コストの概算 

従来型（建替え中心）による今後の維持・更新コストの概算 

資料：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（平成 29（2017）年 3 月） 

  （文部科学省）付属プログラムを利用して、集約棟を対象に作成 

 効果の見通し：従来型（約 356 億円）と比

べて、約 35 億円の維持・更新コストが減少

することとなります。年平均でみると約 0.9

億円の縮減が見込まれます。 

 従来型においてみられた令和 15（2033）

年度から令和 26（2044）年度頃にかけて

多くなっていた改築費用は、平準化されてい

ます。 

 令和 2（2020）年度から令和 6（2024）

年度及び令和 34（2052）年度から令和 38

（2056）年度にかけて改築費が多くなって

いますが、工事時期を調整することによって、

コストの平準化を図るなど検討が必要です。 

長寿命化により 

改築時期が平準化 

 従来型：令和 2（2020）年度から令和 41

（2059）年度までの 40 年間で必要な維

持・更新費用は約 356 億円となります。年

平均は約 8.9 億円で、直近 5 年間の施設関連

経費の平均値（6 億円）の約 1.5 倍となりま

す。 

 長寿命化型：従来型の建替え主体から、適正

な予防保全を実施することによる長寿命化型

に切り替え、建築物の建替え（更新）時期を、

目標耐用年数の 80 年にした場合、令和 2

（2020）年度から令和 41（2059）年度

までの 40 年間で必要となる維持・更新費用

は約 321 億円となります。年平均では約 8

億円で、直近 5 年間の施設関連経費の平均値

（6 億円）の約 1.3 倍となります。 

【長寿命化等による効果】 

従 来 型 総 額：356 億円 

長寿命化型総額：321 億円（△35 億円減） 

築後 50 年で建替

え時期に該当す

る施設の費用 

築後 50 年で建

替え時期に該当

する施設の費用 

長寿命化により使用期間 

が築後 80 年まで延びる。 

資料：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成 29（2017）年 3 月）」 

  （文部科学省）付属プログラムを利用して、集約棟を対象に作成 


